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教育実践報告
1．はじめに
　本稿では、高等学校「情報科」の学習指導案作成指導においてブレインストーミングシート
を活用した講義実践を報告する。
　学習指導案は、授業実践前に作成する授業の設計図であり、授業実践時には台本かつ進行表
となり、授業実践後には授業の記録として授業の改善や次の授業を検討するための資料となる
ものである。また学習指導案は、生徒の状況、単元目標、学習内容（指導内容）、指導上の留意点、
評価の観点など、授業を行う際に検討すべき重要な内容で構成される。したがって、学習指導
要領で求められている目標を達成できる充実した授業を行うために、授業を進める上で必要な
内容を記載し、授業や事後の研究に役立つ学習指導案を作成することが求められる。
　授業者は、学習指導案を作成することを通して、「どのような生徒に対して」、「どのような
力を身につけさせることを目的に」、「どのような指導を行うのか」、即ち生徒の反応を想定し
ながら、学習内容や到達目標、指導の手順、指導方法を授業実践前に考え、工夫を凝らすなど
して授業を設計していく。その設計の結果をわかりやすく記載することで、学習指導案は授業
実践の際の台本となり、進行表となる。
　また、教職課程履修生は 4年次に高等学校において 2～ 3週間の教育実習を行うが、その際
の研究授業では授業参観者に対して学習指導案を示す。生徒の状況や到達目標、指導内容、手
順、工夫点などを伝えるためであるが、その場合にどのような考えで授業を設計したのか、参
観者が理解しやすい学習指導案を作成する必要がある。
　しかし、「情報科教育法Ⅰ」受講生（3年次生）が作成する学習指導案の多くは学習内容や
指導項目を列挙するに留まっており、実際の生徒（講義内では各自の出身高校の生徒を想定す
ることとしている）を想定しての具体的な手立てを考えるまでには至っていない。その理由と
して、学習指導案を作成する際、授業を行う単元について記載されている教科書の該当ページ
を確認し、その直後、主題研究もそこそこにいきなり学習指導案を作成し始めることが考えら
れる。そのため、学習内容のなかのポイントや重要度、学習内容同士の関連などの理解が深まっ
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ておらず、また学習内容の元となっている現実の情報社会における事例や動向、情報技術の仕
組みなどについても十分に研究しないまま、いわば“教科書を教える”ための学習指導案となっ
ているように見受けられる。
　そこで、学習指導案を作成する前の段階で、指導項目に対して様々な手立てや指導手順、必
要となる教材等のアイディアを書き出すことで、学習内容について不足している知識に気づい
て研究したり、またより良い手立てや指導手順を検討したりできるよう、ブレインストーミン
グを行うこと、またブレインストーミングで出されたアイディアをマトリクスで整理するため
の「ブレインストーミングシート」を作成することとし、2017 年度前期の「情報科教育法Ⅰ」
の講義において実践を行った。
　なお、ブレインストーミングとは複数人での会議等で自由に意見を述べることで様々なアイ
ディアを得ることができる会議方法であるが、ここでは受講生が自分一人でアイディアを出す
過程を指すこととする。受講生の多くは学部の講義やゼミなどのいずれかにおいてブレインス
トーミングの経験があり、自由にアイディアを出しながら検討することをブレインストーミン
グという言葉で容易に理解できると思われるため、一人で行う作業ではあるがブレインストー
ミングと表現することとした。
2．ブレインストーミングシートの設計と記入方法
　図 1にブレインストーミングシートと記入例を示す。
　「指導項目」は、1コマ（50 分間）で指導する項目を指す。高等学校の検定教科書の多くは
見開き 2ページで 1小単元を扱っており、1小単元では、少ない場合は 2項目、多くても 6項
目程度を取り上げている。それら項目を「指導項目」とし、指導項目ごとに「何を理解させる
のか（ねらい）」、「指導形態」、「指導方法（手立て）」、「具体例・ビジュアル」、「教材」、「評価
の観点」、「評価方法」を記入できるよう設計した。
　「何を理解させるのか（ねらい）」は、学習指導要領解説における当該項目の「内容の取扱い」
を参考にしながら、どのような知識や技能を身につけさせるのかを記入する。
　その知識や技能を身につけさせるために行う指導の形態を「指導形態」として、一斉学習、
小集団（グループ）学習、個別学習から、どの指導形態が適切かを考え、記入する。
　「指導方法（手立て）」は、発問、指示、説明、板書、ノート指導から、どの指導方法が適切
か、また発問や指示の場合にはどのような問い掛けや言葉掛けをするのか、その表現について
も考えて記入する。
　「具体例・ビジュアル」、「教材」は類似の項目であるが、ここでは授業者が持参できる物品
やインターネット上などから入手できる画像などは「具体例・ビジュアル」とし、授業者自身
が作成するスライドやプリントなどは「教材」として分けて記入することとした。
　「評価の観点」は、「関心・意欲・態度」、「思考・判断・表現」、「技能」、「知識・理解」の 4
観点に基づき、指導項目に対する観点とその評価規準を具体的に記入する。
　「評価方法」は、評価のもととなる生徒の様子や成果物等を具体的に記入する。
　以上の記入方法により、学習指導のアイディアを考えつくまま記入することとした。また、
いずれの項目も検討の軌跡が一目でわかるよう、採用しなかったアイディアは一重線等で消す
こととし、消しゴム等で消してしまわないように指導した。なぜなら、本来のブレインストー
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ミングは、自由奔放、質より量、判断・批判厳禁、結合改善（アイディアを結合し発展させる）
の 4原則を守った上でアイディアを出していくものであり、学習指導案を作成する際にも様々
な指導方法を検討する上でブレインストーミングの 4原則を守ることが、より良い学習指導案
を作成することに繋がると考えられるためである。そのために一人で行ったブレインストーミ
ングで出されたアイディアや考えを紙面で確認できるように配慮した。
図 1　ブレインストーミングシートと記入例
3．講義実践
　3.1　講義実践
　講義実践は、2017 年度前期開講の「情報科教育法Ⅰ」第 9講・第 10 講において 3名を対象
に行った（表 1）。
…第 1 講から第 5講までは学習指導要領を用いて教科「情報」の総説および指導計画の作成と
留意点について講義を行い、第 6講から第 8講まで受講生全員の模擬授業を行った。受講生は
この 3回の模擬授業のために学習指導案を作成しており、学習指導案の作成方法については既
に学習済みである。
　しかし、学習内容と指導上の留意点が明確に区別できていないなど必ずしも完成度の高い学
習指導案とはいえず、そのため第 9講・第 10 講においてブレインストーミングシートを活用
した学習指導案作成の講義実践を行うことにした。第 9講でブレインストーミングシートを用
いて指導項目や指導形態、手立てなどを検討し、第 10 講では第 9講で作成したブレインストー
ミングシートをもとに学習指導案を作成した。
　3.2　講義の到達目標
　本講義では学習指導案を完成させることが到達目標である。ブレインストーミングシートの
作成は飽くまでもより良い学習指導案を作成するための手段であり、ブレインストーミング
シートの完成度は目標にしない。より良い学習指導案とは、指導項目が列挙されているだけで
はなく、生徒にどのような力を身につけさせるのか、何を理解させるのか、そのためにどのよ
うな手立てを用いるのか、その手立てを実現するために必要な教材や具体例等は何か、またど
のように評価するのかなどが記載され、授業での実践が可能であるように練られた学習指導案
である。
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表 1　情報科教育法Ⅰ（2017 年度）の指導日程と講義実践日
…
　3.3　講義の成果
　講義内で行う模擬授業の単元は以下の通りである。
　　科目名：社会と情報
　　教科書：『最新　社会と情報　7実教　社情 302』（実教出版、2013）
　　単元名：第 1章　情報社会と私たち　第 2節　情報社会の個人
　受講生には、上記の単元について、それぞれの指導計画に基づき、学習指導案を作成させた。
　図 2は受講生のひとりがブレインストーミングシートを作成せずに完成させた学習指導案、
図 3は同じ受講生がブレインストーミングシートを作成した後に完成させた学習指導案であ
る。学習指導案は通常、導入・展開・まとめの三段階にわけて記入するが、その展開部分のみ
を抜粋して示している。
　学習内容はいずれの学習指導案でも、大きく分けて、①個人情報と基本四情報の定義、②個
人情報の流出、③個人情報の管理方法、④個人情報保護法、⑤プライバシーマークの 5項目で
ある。それぞれの項目について、ブレインストーミングシート作成前の学習指導案（以下、ブ
レスト前指導案）とブレインストーミングシート作成後の学習指導案（以下、ブレスト後指導
案）との相違点を確認したい。
　①個人情報と基本四情報の定義では、ブレスト前指導案の指導上の留意点（以下、留意点）
として「自分の名前や友達の名前をインターネット（SNS）で検索させる」とあり、個人情報
とは何かを理解させるための手立てとして自分や友人の名前をインターネットで検索させてい
る。インターネット上に自分や友人の個人情報が存在していること、それらは容易に検索でき
ることを実感させようという意図が窺える。それに対して、ブレスト後指導案では、①個人情
報と基本四情報の定義を説明した後、②個人情報の流出において名前検索の手立てを採用して
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おり、留意点として「自分で入力してしまう（Twitter･Facebook などに投稿）」とあること、
次の学習内容に「個人情報の流出経路を知る」とあることから、上記の 2つの意図に加えて、
自分や友人の個人情報は自らが SNS などに投稿したものであることに思い至らせ、インター
ネット上に個人情報を流出させているのは他ならぬ自分たちであることを生徒に理解させよう
としている。
　②個人情報の流出では、ブレスト前指導案の学習内容に「個人情報が流出した時の被害にど
んなものがあるかを知る」、「なりすましや金銭的被害」、留意点に「金銭的被害とは架空請求
や勝手な通販の利用など」とあり、それ以上の記載がないことから、ここでは授業者が説明す
るという手立てを採用しているように思われる。それに対して、ブレスト後指導案では、学習
内容に「個人情報が流出した時の被害にはどんなものがあるか話し合う」、留意点に「グルー
プを作らせ、グループごとに発表させる」とあり、個人情報流出時の被害について授業者から
の説明だけで理解させようとするのではなく、グループで話し合うことで生徒自らに考えさせ
ようとしている。また、グループ内で話し合うことで自らの考えを言語化させ、かつグループ
内で互いの考えを共有させている。さらに、「被害にあってしまったらどうするかを知る」と
あり、単に個人情報が流出した際の被害のみならず、被害に遭った場合の対処方法についても
考えさせようとしていることがわかる。
　③個人情報の管理方法については、ブレスト前指導案では、学習内容に「セキュリティソフ
トの確認や、信頼できるサイトかどうかをよく考えることが必要」とあり、留意点には記載が
ない。この学習内容でも特に手立
てについての言及がないことから、
授業者が説明するという指導方法
を採用しているように思われる。
それに対して、ブレスト後指導案
では、学習内容に「個人情報はど
うやって管理する？」と発問内容
の記載があり、ここでも生徒自ら
に自分の個人情報の管理方法を考
えさせようとしていることが見て
取れる。
　また、フィッシングやキーロガー
などは本来、個人情報の流出経路
として扱うべき内容であるが、ブ
レスト前指導案では③個人情報の
管理として扱っていたものが、ブ
レスト後指導案では②個人情報の
流出として扱うように変更されて
おり、学習内容同士の関連や位置
づけが受講生の中で明確に区別さ
れ、理解できていることが窺える。
　④個人情報保護法については大 図 2　ブレインストーミングシ トー作成前の学習指導案（展開部分）
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きな違いはないが、留意点の記載
で法改正について触れており、わ
ずかではあるが主題研究が深まっ
ているといえる。
　⑤プライバシーマークについて
は、ブレスト前指導案では、学習
内容に「プライバシーマークを知
る」とあり、これも授業者の説明
が手立てのように思われるが、そ
れに対してブレスト後指導案では、
「プライバシーマークがどこに載っ
ているか調べる」とあり、生徒自
らに調べさせるという手立てを採
用している。また、ブレスト前指
導案では「悪意のあるサイトかど
うかを見分ける目安になるマーク」
とあり、誤った知識のまま指導案
を作成しているが、ブレスト後指
導案では正しい知識を得たことが
わかる記載に変更されている。こ
こでもまた、主題研究の深まりを
見て取ることができる。
　以上を整理してみると、ブレスト前指導案では、ほぼ全ての指導方法が授業者による説明で
あり、生徒が自ら活動する場面がインターネット検索しかなかったのに対し、ブレスト後指導
案では、インターネット検索の他に、グループでの話し合い、指導者からの発問に対しての思
考や回答、インターネットを利用して調べるなど多彩な活動を通じて単元の学習内容の理解を
深めようとしていることがわかる。また、旧い知識や誤った知識が、新しい知識や正しい知識
に置き換わっていることから、主題研究への影響もあったと思われる。
4．おわりに
　本来、主題研究や指導方法の検討を行うために学習指導案を作成するものであり、特にブレ
インストーミングシートのような記入用紙を用意せずとも十分な検討をすべきものである。し
かし、受講生にとって学習指導案の形式は自由度が高すぎ、何を手がかりに手立てや評価方法
を検討してよいのかわからないように思われる。ブレインストーミングシートは、ねらいや手
立て、評価の観点など検討すべき事項を細分化して明示することで、考える手がかりを与える
ものとして有効であったと考えられる。
　しかし、まだ記載内容に粗さがあり、具体性に欠ける部分も多いため、今後はより一層わか
りやすく機能的な学習指導案を作成できるよう指導するためにブレインストーミングシートの
改善も含めて指導方法を模索したい。
図 3　ブレインストーミングシ トー作成後の学習指導案（展開部分）
